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電波天文業務を取り巻く世界日本の状況
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Frequency Allocation for Radio Astronomy: 

Rec. ITU-R RA.769-2            

ITU: International Telecommunication Union

国際電気通信連合 窓口は総務省

１．電波天文業務の混信状況と電波天文周波数小委員会



２．電波天文周波数小委員会の組織と活動体制

委員長：齋藤正雄

副委員長：亀谷收

事務局長：竹林康雄

事務局員：常山順子

リード体制

低周波リード： 土屋史紀

低中周波リード：村田泰宏

中高周波リード：亀谷收

高周波リード： 齋藤正雄

その他の委員 ※50音順
青木 貴弘 早稲田大学理工学術院
今井 裕 鹿児島大学大学院理工学研究科
小川 英夫 大阪府立大学大学院理学系研究科
亀野 誠二 国立天文台チリ観測所
川畑 亮二 国土地理院測地部宇宙測地課
河野 孝太郎 東京大学大学院理学系研究科
土屋 史紀 東北大学大学院理学研究科
永井 誠 筑波大学数理物質系物理学域
中島 拓 名古屋大学宇宙地球環境研究所
本間 希樹 国立天文台水沢VLBI観測所（所長）
村田 泰宏 JAXA宇宙科学研究所
米倉 覚則 茨城大学宇宙科学教育研究センター
Ex-Officio

井口 聖 電波研究部主任



http://veraserver.mtk.nao.ac.jp/freqras/index.html 

 

国立天文台 電波専門委員会 

電波天文周波数小委員会  

トップ 目的・概要 最近の活動 連絡先 電波天文学とは 施設 リンク  

 

ごあいさつ 

我々電波天文周波数小委員会は，電波天文学の研究活動と他の電波利用業務との健全な共

存関係を確立すること目的とした活動をしています。  

電波は我々の身近な生活の中で，様々なところで利用されています。それを円滑に行うため

の公的なマネージメント業務・会合の場で，電波天文研究を進めている立場から提言・活動

をしています。  

また，国内研究機関が所有する電波天文業務受信設備指定申請など，電波天文観測局の諸認

可手続きに関して，必要に応じてアドバイス等をしています。  

当ウェブサイトでは，委員会の活動報告だけでなく，電波天文学研究の紹介や，電波天文研

究にとっての周波数マネージメントの必要性について，わかりやすく解説しています。  

 

400MHzの電波で見た銀河中心イメージ  

 

 

▲ページトップへ 

｜トップ ｜目的・概要 ｜最近の活動 ｜連絡先 ｜電波天文学とは ｜施設 ｜リンク ｜  

 

｜電波天文周波数小委員会トップページ ｜国立天文台 ｜自然科学研究機構 ｜ 

Copyright (c) 2013 国立天文台電波専門委員会 電波天文周波数小委員会. All right reserved.  

 

電波天文周波数小委員会の HOME PAGE をご覧ください。
http://radio.mtk.nao.ac.jp/freqras/index.html

国立天文台HPの電波部 http://radio.mtk.nao.ac.jp/

からもたどれます。

http://veraserver.mtk.nao.ac.jp/freqras/ant.html


国立天文台 野辺山宇宙電波観測所 

運用主体、所属 国立天文台 

所在地 長野県南佐久郡南牧村野辺山 

 

アンテナの形式 大きさ（直径、有効面積） 備考 

パラボラ（単一鏡） アンテナ長 45 m 写真左 

パラボラ（干渉計） 直径 10m×6台 写真右 

≪ 一覧（甲信越）へ  ▲ページトップへ 

国立天文台 野辺山太陽電波観測所 

運用主体、所属 国立天文台 

所在地 長野県南佐久郡南牧村野辺山 

 

アンテナの形式 大きさ（直径、有効面積） 備考 

パラボラ T字型干渉計 直径 80cm×84台 写真左 

パラボラ（偏波計） 直径 3 m 写真右奥 

パラボラ（偏波計） 直径 2 m 写真右奥から２番目 

パラボラ（偏波計） 直径 1.5 m 写真右奥から３番目 

パラボラ（偏波計） 直径 85 cm 写真右奥から４番目 

パラボラ（偏波計） 直径 30 cm 写真右手前中央 

電波天文周波数小委員会の HOME PAGE 更新中
hｔｔｐ://radio.mtk.nao.ac.jp/freqras/ant.html#tohoku  



リード体制

・周波数ごとのリードグループで詳細な技術的検討を

行う。.

高周波 (> 50 GHz) :齋藤(野辺山)

中高周波 (50 > f > 15 GHz): 亀谷 (水沢)

中低周波 (15 > f > 1 GHz): 村田 (JAXA)

低周波 (< 1 GHz): 土屋 (東北大)

・WRC議題と総務省活動計画に則って優先事項を検討

・電波天文に影響を与える可能性がある新技術の検討
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総務省による受信設備保護指定：北大
11m、水沢10m、VERA, 野辺山、名
古屋大、鹿児島６ｍ、など

つくば32m 指定間近

VERAの電波天文業務受信設備指定は、
Dec. 12 から 10年間



苫小牧
Tomakomai

水沢
Mizuswa

茨城Ibaraki

鹿島Kashima

つくばTsukuba

小笠原Ogasawara

山口
Yamaguchi

入来Iriki

内之浦
Uchinoura

石垣島Ishigaki-jima

岐阜 Gifu 臼田Usuda

野辺山
Nobayama

鹿児島6m

那須

名古屋
Nagoya

・承認：つくば大／国土地理院32m ・取り消し：苫小牧

・交渉中：臼田64m・・・ ・検討中：東北大、茨城大、岐阜大・・・

総務省は、審査基準を電波天文業務に許可しやすいように改訂することを検討中



* WP7D (working party 7D - radio astronomy)

* WP1A(working party 1A - Spectrum engineering  

technique)

* 総務省 – 日本での窓口
作業班等への参加

電波天文業務申請と相談

* IUCAF – 国際的に電波天文を代表

* 能動業務との共用検討
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３．最近の電波天文を取り巻く状況



電波天文を取り巻く具体的な状況

・ 2-30MHz PLC

・ 1.6GHz 衛星携帯電話システム
・ 3-10GHz UWB

・ ２１GHｚ 放送衛星、通信衛星
･ 23GHz CATV, wireless transmission、通信衛星
・ 76GHz 車載レーダー
・ 79GHz  車載レーダー
・ 125GHz以上の今後の使用検討
・その他
ドローン、パワー送信、、、、



WRC (周波数分配)

 WRC-2015 

 77.5 – 78.0 GHz 自動車レーダ

 WRC-2019 (議題)

 IMT: 24.25-27.5, 37-40.5, 42.5-43.5, 45.5-47, 47.2-
50.2, 50.4- 52.6, 66-76 and 81-86, 31.8-33.4, 40.5-
42.5, 47.2-50.2 GHz

 Satellite: 17.7-19.7, 37.5-39.5, 39.5-42.5, 27.5-29.5, 
47.2-50.2, 50.4-51.4GHz

周波数分配 275-450 GHz

2016/12/20ALMA/NRO/ASTE Users Meeting
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最近の特に重要な対応

・ 2-30MHz PLC

・ 1.6GHz 衛星携帯電話システム
インマルサット、スラヤ 静止衛星使用
野辺山、臼田、鹿島の周囲に利用制限エリアが設定されてい
る。Webにて利用を周知している。

・ 3-10GHz UWB

・ ２１GHｚ 放送衛星
・2017年末に打ち上げの次期静止衛星に試験的に搭載。

・NHK放送技術研究所でITU-R769に準拠した送信側フィ
ルターを開発し、同様の仕様のフィルターが実機に載る。

･ 23GHz CATV, wireless transmission

・災害時に無線でTV放送の継続のため。国内8（+8）か所
と確認を取りながら、CATV無線局を設置予定。



最近の特に重要な対応

・ 76GHz 車載レーダー：76-77GHz 現行で使用中。
帯域を広げる

・ 79GHz  車載レーダー：77-81GHz 長距離レーダー
77.5-78.0GHzを一次業務にする事を要求している。
国内では野辺山が問題になる。共用ができるかどう
か、今後の取り組みが必要。IAUでも検討されている。

野辺山宇宙電波観測所での
76GHz車載レーダーの放射
の測定の例

齋藤他 2015

500m離れて、45mは仰角15度



日本天文学会の天文月報 第108巻、第9号（2015） に「電波天文学を守るために」
が載りました。



1. 電波天文周波数小委員会は、電波観測環境を守るため、
人工電波からの混信から守るための活動を行っています。
・リードを中心にした効率的な対応を開始
・隔月の委員会実施、人工電波を放射する業界団体と総務省で共用検討、総務省を
窓口にする国内外の関連会合（ITU WP1A関連、WP7D関連）への参加と検討

2. 総務省への電波天文業務保護指定申請は重要です！
・総務省側の電波干渉からの保護への対応（業者への指導などを含む）が、申請が
認められた望遠鏡か否かで異なり、申請していないと相手にされない場合もある。

3. 電波干渉になる候補と共用検討等の実施をしているものは、
多岐に渡ります。 以下に、最近の主な項目を挙げます。

・ 2-30MHz PLC
・ 1.6GHz 衛星携帯電話システム
・ 3-10GHz UWB
・ ２１GHｚ 放送衛星、通信衛星
･ 23GHz CATV, wireless transmission、通信衛星
・ 76GHz 車載レーダー:
・ 79GHz  車載レーダー

・ 125GHz以上の今後の使用検討

Summary


